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忘れ去ろうとしている、上町が歩んできた歴史を「当時生きてきた人々の思い」に

ついて現存する碑文をもとに整理してみました。上町の歴史や人々の信仰、当時の

社会情勢を明らかにしたいと思います。

1口 石碑(十三堂の南東)は次の通りであつた。□は解読不能 写真の左口中

国築□道□□記念 →「新築町道移転記念」と読めるか?
十王堂

第二駐在所 新築費寄付
上町会議所

金 六百九十三園六十六銭 上町一般寄付

金 二百五十二、八十六銭 上町基本金 補助 
・

金 二百四十九園十四銭 文珠地口売却代金
金 八十六園五十銭   本宿一般寄付
金 五十園     田沼□□□番寄付
合計 金 千四百七十八園八十一銭

支出 工事費総計  金 千四百七十八園八十一銭
北裏町道工事費  工事は役場直営
外二金百十一園三十銭 地主関□□其他寄付

支出金百十一園三十銭 移転費其他 昭和十一年一月

2.この石碑から上町歴史を解く

地域のインフラ整備への寄付等

十三堂・第二駐在所・上町会議所(公民館)、 新築北裏町道の工事これらが役場の

予算だけでなく、町民や地主、さらには「文珠地の売却代金」(田沼行政センター辺り

を所有)など、あらゆるリソースをかき集めて賄われたことがわかります。当時、上町 _

の人々が自らの手で上町のインフラ整備に努めてきたとの思いが伝わつてきます。

十三堂は、上町公民館の南側にあります。以前は、上町の野上街道と飛駒街道の

石碑から上町の歴史を解く No.2

2026年 6月 30日

上町 西町会

町会長 安部賢二



分枝点にありました。(金光園茶舗さんの隣)昭和11年 1月に神明公園に移された

(道路拡幅により?)との記念碑が建てられています。 十三堂は、死後の冥界(めい
かい)を支配するとされる十王を祀った堂です。                1
祭りは、例年正月と盆の16日に行われています。上町東西町会の合同で西林寺

の住職を招き、1月 16日は「十三尊」冬季回向(えこう)は亡くなられた方の冥福を祈

り、罪障を消滅させる大切な法要として、8月 16日夏季回向は町会で亡くなつた人を

対象に初盆の法要を行つています。昔はその日は安らかな死後を願つて参拝する人

が多くいました。十王は中国から平安時代に仏教と一緒に日本へ渡つてきた民間信

仰で、鎌倉時代では大流行したという。日本では仏様に置き換えています。生前善行

を重ねた人は死後も極楽へ行き、悪人は地獄へ落ちて苦しみを続けていくと言うのが

十三信仰です。これも江戸時代の終わりごろまでで、明治になると廃仏(はいぶつ)毀

釈(きしゃく)によって仏教が禁じられてから変わつてきました。以前は、自宅で葬儀を

することが多かつた時代、十三尊から借りてきて、念仏講も加わり隣組や班の人たち

の互助で葬儀が行われていました。*行事資料 写真 右側

① また十三堂は、各地への里程(りてい)の基準となつた所でかつて野上街道と飛駒

街道の分枝点に位置していたことは、もしかするとそれに関係するかもしれません。

十三堂が単なるお堂ではなく、当時の人々の「死生観」と「生活の互助」の中心地であ

つたことがありありと伝わつてきます。

さらに深く読み解ける歴史的意義がいくつか見えてきました。

② 街道の起点としての「十三堂」「里程の基準」であつたという点は非常に重要です。

昔の旅は命がけでもあつたため、街道の分岐点(追分)には、道中安泰を願つて仏像
や石碑が置かれることが多くありました。十三堂が野上街道と飛駒街道の分岐点に

あつたのは、現世の道の分かれ道と、冥界での行き先を決める裁判の場を重ね合わ

せていたのかもしれません。「ここから先は異界(よその土地)」という境界を守る役割

も果たしていたのでしょう。

③「葬儀の互助」と十三尊自宅葬が主流だつた時代に、十三尊から道具を借り、隣

組で助け合つたというお話は、地域の強い絆を物語つています。こうした「冠婚葬祭を

共にする運命共同体」としての意識が根底にあつたと思われます。(by安部賢二)
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